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文化的行事における学芸会の現状と課題
〜大学生を対象とした想起法による質問紙調査結果の検討〜
The present conditions and problems of gakugeikai for school cultural events in Extraclass Activities
Examination of questionnaire survey result by the recall method aimed at college students
中 村 豊 ＊
Abstract
In this paper, I conducted a survey of college students and intended to understand current cultural
activities situations and trends. I conducted a questionnaire survey of the students who are taking my
lecture at three universities. As a result, I received 355 answers, including 175 from University A, 127
from University B and 53 from University C. Even though a majority of students are from the Hanshin
area, twenty‒five percent of their elementary schools had cultural activities in the form of a drama. In
the survey I asked students to freely describe the merits and problems associated with preparing for
drama activities and sorted their opinions. The top responses on the survey were ʻcooperation/
cooperativenessʼ and ʻbond/cohesionʼ. This means students are able to develop their sense of belonging
and togetherness and also work as a team through ʻdesirable group activitiesʼ which is the basic
principle of Special Activities. Some issues such as ʻsharing rolesʼ and ʻdifferent degrees of interestʼ
require a teacherʼs proper support and interventions. However, it is important for students to solve
problems by themselves according to their stage of development and in doing so, students can develop
social skills and abilities.
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問題と目的
特別活動は、現行の学習指導要領1)において同じ
名称で小学校から高校まで教育課程に位置付けられ
た授業である。その内容は、学級活動（ホームルー
ム活動）、児童会・生徒会活動、クラブ活動（小学
校のみ）、学校行事（儀式的行事、文化的行事、健
康安全・体育的行事、旅行・集団宿泊的行事、勤労
生産・奉仕的行事）から構成されている。旧学習指
導要領2)までの特別活動では、学校行事における
「学芸的行事」であったが、現行の「文化的行事」
に名称変更後は、その内容についても変更されてい
る3)。この背景には、教育基本法の改正（平成18年
法律第120号）に伴う教育の目的の変更、具体的に
は第二条第五項に「伝統と文化を尊重し、それらを
はぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他
国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度
を養うこと」が設けられたことや、「総合的な学習
の時間」における学習成果発表会との関連、また、
いわゆる「ゆとり教育」の完全実施による「学力低
下論」の批判を受け、学力向上の一環として授業時
数確保のための学校行事の精選など、さまざまな影
響があったと考えられる。
しかし、筆者が関係している研究会4)での調査や、
知人である教員（教育委員会事務局を含む）からの
情報によると、学校教育現場では、特別活動におけ
る学校行事内容が文化的行事と名称変更されたこと
とは反対に、それまで長らく実施されていなかった
「学芸会」が復活したり、また、地域との深いつな
がりの中で昔ながらの学芸会が引き継がれていたり
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するなど、学芸的行事として復活または維持されて
いる学校が少なからずあることが明らかになってい
る。
ところで、学芸会を国語辞書で引くと「小学校で、
児童が学習の成果としての音楽・演劇などを発表す
る会」、「小・中学校などで、児童、生徒が劇や音楽
を中心に発表する行事」などと説明されている。辞
典において学芸会 gakugeikaiは、「literally、“school
arts convocation”」と英訳5)されている。また、他
の事典6)によれば次のように説明されている。（小
学校に関する記述箇所を引用。下線は筆者）
児童・生徒に表現的、創造的な集団活動の楽しさ
を体験させるとともに、平素の学習の成果を相互に
交流させることを目的に、通常は全校的な規模で、
演劇や合唱などを主とする特別なプログラムを編成
し、学年や学級単位にそのできばえを競い合う総合
的な教育活動。明治時代以来、運動会と並ぶ代表的
な学校行事とされ、学習指導要領のうえでも、学芸
的行事のなかに位置づけられている。
小学校の学芸会は、古くは、保護者や地域の人々
に学校教育の実情を知ってもらうことも一つのねら
いで、学業奨励会、教科練習会ともいわれ、そのた
めに農閑期などを選んで計画されることが多かっ
た。最近では、しだいに校内的な行事の性格を強
め、卒業生を送る会などの一環として実施する学校
が増えつつある。出演者も、一部少数の児童に限る
傾向から、全員がなんらかの役割を分担し、参加で
きるようなものへと変化してきている。（後略）
また、異なる事典7)によれば以下のように説明さ
れている。
児童・生徒の学習成果に基づき、特別のプログラ
ムをもって劇、朗読、合唱、合奏、舞踏などを子ど
もたちに発表させる学校行事。展覧会、文化祭など
と呼ぶこともある。（中略）第次大戦後は、特別
教育活動の一つとして教育課程に位置づけられて
（1951）、隆盛となり、戦前の優等生中心の運営から、
全児童・生徒の参加が重視されるようになった。種
目も展示、劇、合奏、合唱などのほか、ページェン
ト、交響詩など多彩な内容が盛りこまれ、日常の学
習活動に基礎をおきつつも、親と子の交流の場とし
て、また学校生活の重要な節目の一つとして機能を
果たしている。
上述の如くかつての小学校における学芸会は、学
校行事を代表するものであった8)。しかしながら、
演劇の主役の座を巡る諍い、衣装や舞台装飾づくり
に関わる家庭の負担、練習や準備時間の増大が授業
時間を圧迫するなどの学芸会の負の側面9)や、教育
の現代化に伴う教育課程の過密化、学芸会の演目を
指導できる教員の減少等、多様な事情が絡み合い学
芸会は衰退の一途を辿ってきたと思われる。例え
ば、筆者は「現代化カリキュラム」といわれる1968
年（昭和43年）告示の小学校学習指導要領で教育を
受けてきたが、小学校当時の学芸会の記憶は無い。
これに対し、同世代でも東北地方や近畿地方ならび
に九州地方などで児童期を過ごしてきた知人たちは
学芸会を経験してきている。このように学芸会の実
態については年代だけでは無く地域差も大きく関係
しているのだが、それを裏付ける調査結果や研究が
管見の限りほとんど見られない。また、少数ではあ
るが昔ながらの学芸会を維持している学校と、最近
になってから文化的行事として新たに復活した学芸
会との比較を試みた研究もないのが実情である。こ
のように学芸会についての研究が極めて少ない現状
を踏まえ、筆者が代表を務める研究会では、学芸会
に視点を当てた史資料研究やフィールドワーク、さ
まざまな実態調査を行うことで学芸会に関する基礎
的なデータを収集しながら研究を推進している。
本論文は、大学生を調査対象とした実態調査を行
うことで、現在の文化的行事の状況や傾向について
把握することを目指した特別活動学校行事における
文化的行事に関わる基礎研究である。本論文では、
この基礎研究としての予備調査で得られたデータを
検討し、2016年度に実施する全国的な実態調査に発
展させていくとともに、
年間の研究の中間報告と
することを目的としている。
方法
．文化的行事に関する質問紙調査用紙の作成
「文化的行事に関する質問紙」は、筆者が研究代
表者を務める研究会において、学級劇の実施状況
や、学芸会もしくは学習発表会の実態、文化芸術に
関する学校行事の現状、文化的行事を通して育まれ
る資質・能力、文化的行事における課題などを把握
するために作成された。その内容は、調査研究協力
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の依頼についての教示文10)に続き、回答しにくい、
または、当てはまることがない場合には、空欄とし
て次の質問項目に進むことを明示して、以下の項目
を作成した。
問では、回答者自身について、在籍学部や学科、
学年、性別を尋ねた。
問では、回答者自身の経験について、）小学
生時の「学芸会」の有無、）学芸会を行っていた
小学校の都道府県・市町村、
）劇の概要（題目や
内容）。
問
から問	では、回答者が卒業した学校で実施
した文化的行事内容について、）行事名称（複数
回答）、）実施時期及び実施日数、
）実施場所を、
小学校、中学校、高校別に尋ねた。
問では、「学芸会・文化祭」「学習発表会」の概
要（プログラム）。
問では、「劇」（観劇を除く、児童生徒が演じる
演劇、オペレッタ、群読など）の具体的な状況につ
いて、）脚本または台本、）参加者の単位、
）
準備期間、）劇に取り組んだことによって育まれ
る力、	）劇を実施するうえでの課題を尋ねた。
．質問紙調査の対象及び実施手続き
筆者が担当する
つの大学における授業の受講学
生を対象として、授業内容終了後の授業時間内で実
施した。まず、質問紙調査の趣旨、回答は強制では
ないこと、成績には一切関係のないことを説明し、
協力を求めた。質問紙調査配布後に適宜、質問に応
えながら20分の回答時間を確保した。20分後に質問
紙の回答が終わっている学生は机上に裏向けに質問
紙を伏せ、退室を指示した。回答する学生全員が終
わったことを確認し、実施者が質問紙の回収を行っ
た。また、筆者の知人が担当するＡ大学のゼミナー
ルの学生を対象として質問紙調査への協力を求め
た。協力者は各自質問紙を持ち帰り、後日ゼミナー
ル担当者がそれを回収し、筆者が受け取った。その
結果、Ａ大学175名、Ｂ大学127名、Ｃ大学53名、合
計355名からの回答を得た。その学年は、年生が
204名、年生が56名、
年生が46名、年生が41
名、大学院生名であり、性別は男性92名、女性
263名である（表）。
なお、調査時期は、2015年10月に筆者が担当する
講義で実施した。ゼミナールでの実施は2016年月
と月である。
結果
問の「小学生のとき、『学芸会』という名称
で、学級劇、または、学年、児童会などの代表者に
よる劇を行いましたか。」の設問に対して、「はい」
「いいえ」「覚えていない」の
つから選択させたと
ころ、「はい」が93人（26％）、「いいえ」が189人
（53％）、「覚えていない」が70人（20％）、空欄が

人（％）であった。続いて「はい」と回答した者
に学芸会を行っていた小学校の都道府県及び市町村
と、どのような劇であったか、その概要の記入を求
めた（表）。
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Ａ大学
表 調査対象者一覧
学年 合計
(人)
学校
12700127Ｂ大学
年生
年生年生
92
83
175
20
21
41
2632125158合計
92202146
53000Ｃ大学
年生
8
5
3
0
0
8
5
3
院生
3554146204
男性
女性
女性
合計
女性
男性
性
56
54
2
53
0
3
1
2
合計
女性
7.53%
5
2
6
関東
表 学芸会実施の小学校所在地
（人）
宮城東北
地域
10.75％3東海
近畿
1.08％1
1
3.23％
2
北陸
1
1
32大阪
石川
岐阜
静岡
愛知
千葉
東京
55
道府県
3
10
7
奈良
3京都
59.14％
福井
三重
15兵庫
1
岡山
2和歌山
2
山口
10.75%102広島中国
5
香川四国
1愛媛
3
沖縄九州
2徳島
5.38％52
合計
1.08％11その他
1.08％11
合計人数 割合
100.00％9393
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本調査対象者は関西地区にある私立大学の教員養
成学部であるが、表に示した通り出身小学校が西
日本に偏りが見られる。学芸会を実施したと回答し
た93人の内、およそ割が近畿圏であるが、その中
でも大阪の占める割合が高い。また、劇の概要では
童話・昔話、物語、教科書題材が上位である（表
）。
他方、覚えていないためか空欄が16人（17.20％）
と目立つ結果となっていた。
次に、問
として回答者が卒業した小学校・中学
校・高校で実施した文化的行事についての回答を求
めた。まず、どのような文化的行事を実施していた
かを複数回答で尋ね、続いて実施時期、実施日数、
実施場所を尋ねた。その結果、それぞれの校種で実
施された文化的行事の種類は、最小が、最大が
種類であるが、それぞれの回答者の平均は小学校
3.55、中学校3.00、高校2.88であった。また、各校
種毎の最頻値は小学校が
種（74人）、中学校種
（86人）、高校種（89人）であった（表）。
実施行事種目を整理したものを表	に示した。そ
こでは、小学校の音楽会が289人（22.94％）であり、
作品展示会が251人（19.92％）と上位であったのに
対し、中学校では文化祭が251人（23.57％）であり、
音楽会が241人（22.63％）であった。また高校では、
文化祭が336人（32.88％）と突出している結果で
あった（図）。
実施までの準備時期について整理したものを表
に示す。まず準備開始は月から月が多く、その
合計は121人（66.85％）と全体のおよそ
分のを
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表 劇の概要
童話・昔話
ジャンル
16空欄
16
9戦争もの
14教科書題材
オリジナル
その他
6オペレッタ・音楽会
8
合計(人)
2英語劇
6
93
(人)
1
3
86
14
32
51
72
74
種類
表 実施された文化的行事の種類
66
40種類
小学校回答数
なし
355
79
1

種類
3
4
61
18
21
64
81
89
71
高校
355
28	種類
37
63
2
種類
種類
種類
10種類
18
合計(人)
1種類
2
355
中学校
図 文化的行事の校種・種別実施回数
110
142
46
143
42
40
289
251
学習発表会
表 校種別実施行事種目
153
70学芸会(文化祭)
小学校
その他
1022
110
72
作品展示会
168
132
251
66
20
128
51
37
336
高校
1260
29読書感想発表会
1211
241
20
音楽会
クラブ発表会
演劇鑑賞会
133音楽鑑賞会
60
合計(人)
70地域の伝統文化等
114
1065
中学校
0
50
100
150
200
250
300
350
400
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
(?)
??? ??? ??
表 文化的行事の準備時期と期間
月
7
4
41
2
2
39
17
	月
月
15
14月
準備開始月
2
月
20
5
月
1月
3
25311月
59410月
5041
2
181
12月
181合計(人)
4
0
月
月 2
準備終了
181
1
1
2
8
31
ヶ月 69
69ヶ月
回答数期間

ヶ月
	ヶ月
ヶ月
ヶ月
合計(人)
ヶ月
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占めており、夏休み期間中にも準備していることが
分かる（図）。次に準備終了、つまり実施時期は
月から11月と回答している者が134人（74.03％）
であり、これは全体のおよそ分の
であった。ま
た、準備期間は〜ケ月が138人（76.24％）であ
り、全体のおよそ分の
であった（図
）。
実施日数及び実施場所は、小学校では日が最も
多い264人（74.37％）であり、全体のおよそ分の

であった。中学校では同様に日が209人
（58.87％）と最も多いが、次いで日間が118人
（33.24％）であり、これは、全体のおよそ
分の
であった。高校では日間が196人（55.21％）と最
も多く半数超である。
会場については、小学校では体育館（講堂）が
230人（64.79％）と、全体のおよそ
分のである
のに対して、中学校では全校舎158人（44.51％）と、
体育館（講堂）が143人（40.28％）と並び、高校で
は全校舎が280人（78.87％）と全体のおよそ	分の
であった（表）。
本論文における質問紙では、「劇」を次のように
定義して調査を実施している。「本質問紙における
「劇」とは観劇を除く、児童生徒が演じる演劇、オ
ペレッタ、群読などを意味します」。これを踏まえ
演劇を実施していると回答した学校について具体的
な状況について尋ねたところ表に示す結果となっ
た。
文化的行事における学芸会の現状と課題
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24
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2日 37
2641日
小学校
133日
209
355
10
4
30
196
115
高校
13空欄
2その他
合計(人) 355
中学校
355
16
143
1
0
6
8
56
体育館(講堂) 230
38全校舎
小学校
7
355
教室
8
2
158
1
17
1
2
44
280
高校
25市民会館等
6オープンスぺース
大学講堂等
空欄
3その他
2
355合計(人)
11
中学校
表	 文化的行事の実施日数及び実施会場
図 文化的行事の準備時期の状況
0
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30
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4? 5? 6? 7? 8? 9? 10? 11? 12? 1? 2? 3?
(?)
???? ????
図 文化的行事の準備期間
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24イ 教科書
ア オリジナル
劇の脚本または台本について
53ウ既成の脚本
136
57エ ＴＶ、映画等を参考
オ その他
計
5
合計(人)
139空欄
275
355
(人)
表 劇を実施している学校の状況について
59イ 学年
256
ア 学級
計
参加者の単位について
24ウ 有志
154
13エ 演劇(クラブ)
オ 児童会・生徒会本部役員
カ その他
5
合計(人)
138空欄
1
355
(人)
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脚本または台本について275人（77.46％）からの
回答を得ることができた。最も多かったのはオリジ
ナルの136人（49.45％）であり、およそ半数を占め
ている。続いて、テレビ・映画等を参考としたもの
57人（20.73％）や、既成の脚本53人（19.27％）が
挙げられている。ここでの回答では、教科書題材は
24人（8.73％）と少なかった。
参加者の単位について256人からの回答を得るこ
とができた。そこでは、学級単位が154人（60.16％）
と最も多く、次いで学年59人（23.05％）であった。
最後に、劇に取り組んだことによって育つ力と、
劇を実施する上での課題について自由記述で回答を
求めたところ、それぞれ、254人（71.55％）、168人
（47.32％）からの回答を得ることができた。得られ
た回答の内容や特徴を表すキーワードについて、資
質・能力を表す語句や、課題を意味する語句で整理
し、それを研究会のメンバー11)で検討したものが図
及び図	である。
図に示したとおり、学生にとって劇に取り組ん
だことにより育まれたと考えている力は「協力・協
調性」が98人(38.58％）と最も多く、次いで「絆・
団結力」が58人（22.83％）であった。そこには、
演劇自体により育つ諸能力よりも、集団の一員とし
て求められる力が多く挙げられていた。
次に図	に示したように、劇を実施する上での課
題は「役割分担」が64人（38.10％）、「意欲の温度差」
が53人（31.55％）であった。さらに「時間と場所
の確保」が20人（11.90％）ほど挙げられている点
にも注目したい。
以上が、大学生を調査対象とした想起法による近
年の小中学校及び高校における文化的行事の予備調
査の結果である。次に、予備調査から得られた結果
についての考察を述べる。
考察
本論文における質問紙調査の対象者である大学生
及び大学院生は平成10年度告示または平成20年度告
示の学習指導要領による学校教育を受けている。こ
こに示したつの学習指導要領に共通することは、
「生きる力｣12)の育成をねらいとしていることおよび
「総合的な学習の時間」が教育課程に位置付けられ
ていることである。そこでは、特別活動における学
校行事として、長い歴史と伝統を持つ「学芸会」の
学習（成果）発表会と、総合的な学習の時間として
の学習（成果）発表会が重複することとなり、それ
が教育課程編成上の課題となっていた。これを踏ま
え平成20年度告示の学習指導要領改訂では、特別活
動の学芸的行事が文化的行に変更されたものと考え
られる。言い換えるならば学校週	日制の完全施行
以降の学校では、ゆとりのない教育課程管理、つま
り、授業時数確保のために手間暇のかかる学級演劇
などは漸減的にその姿を消し、学習発表会に代わっ
てきたものと推察される。
その他、考えられる理由には、教科用図書（国語）
の題材における劇教材の取扱に関する影響、小学校
における放課後の環境の変化13)、中学校における部
活動の過熱化、教員の「2007年問題」に代表される
教員年齢構成比の歪みがもたらす OJT の機能不全
による影響などを挙げることができる。このことに
ついては別の機会に研究報告を行うため、本論文で
は項目を挙げるにとどめておく。
さて、本論文では主に筆者が授業を担当する大学
生を調査対象とし、学生が経験してきた文化的行事
について尋ねることで、現在の状況や傾向を把握し
ようと試みた。調査対象者の出身は、阪神地区に偏
りが見られるもののおよそ分の程度の小学校で
は、「学芸会」という名称で文化的行事を開催して
いることが確認された。このことが全国的に該当す
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るか否かについては、今後に実施する全国的な調査
結果を待たなければならないが、少なくとも阪神間
の小学校では「学芸会」という名称が校に校の
割合で使われていることが示された。また、そこで
行われた演劇の概要は、「童話・昔話」「物語」「教
科書題材」が上位を占め全体の半数程度である。
他、「空欄」が多いことも今回の調査の特徴である
が、これは、回答者の当時の役割による影響と思わ
れる。また、「オペレッタ・音楽会」「英語劇」「そ
の他」など教科等の学習成果発表会として取り組ま
れている側面も表れている。「オリジナル」（教師が
創作）は相対的には少数であり、「戦争」に関する
内容を扱う演劇と同程度であった。
小学校、中学校、高校（中等教育学校を含）では、
どの程度の文化的行事が実施されているかを尋ねた
ところ、回答者によるばらつきが見られるが、平均
すると
〜種目程度の文化的行事を実施している
ことが示された。最頻値等は結果で述べた通りであ
るが、	種類以上を実施している学校も少なからず
見られた。これは、隔月で実施していることにな
り、該当校では学校生活において十分な潤いと変化
を与えていると思われる。また、行事の種目では、
学芸会・文化祭や、音楽会、作品展示会、学習発表
会などに取り組まれており、次いで鑑賞会であるこ
とが示された。校種別の特色では、小学校では学習
発表や作品展示ならびに音楽会が多く、学芸会（学
級劇）が少ないことに対し、中学校及び高校では反
比例しているかのような結果であった。これは、発
達の段階を鑑みると小学校では教師が主導的な役割
を持ち、中学校や高校では少しずつ生徒が主体と
なって行事に取り組むようになることの証左と思わ
れる。
文化的行事の実施時期は、学期の月から10月
が最も多く、その準備期間は学期末の月頃から
始まり、夏季休業日をはさみケ月からヶ月とい
う回答が多くを占めていた。これは、他の学校行事
（健康安全・体育的行事、旅行・集団宿泊的行事、
勤労生産・奉仕的行事）、具体的には身体測定、健
康・歯科検診、避難・防災訓練、運動会・体育祭、
臨海・林間・自然教室、修学旅行等、年間を見通し
たバランスとそれぞれに適した実施時期を踏まえ、
文化的行事を配置しているためである。また、中学
校や高校では、それぞれ進学に伴う受験準備に関わ
る要因があることを指摘しておく。
文化的行事の実施日数では、小学校は日が大半
を占めている。これは、低学年の児童がともにいる
ことを考えるならば、体力的な側面から妥当である
と思われる。半面、中学校では日と日となり、
高校では日間が多くなる。これもプログラム内容
によるが、学級劇のような発表に時間をかける内容
のものが多くなると日では収まらなくなり日、

日とその規模も拡大していくことになる。中には
大学の学園祭のように
日を越えて実施している学
校も見られた。
他方、実施会場では、小学校が体育館や講堂など
箇所に集まり、移動がなく、教職員の目が届きや
すい環境下でプログラムが展開されることに対し、
中学校では全校舎の各教室を使用することが多くな
り、高校ではその多くが全校舎の各教室を使用して
の発表となっている。そこには、発達の段階に即し
て、教師主体から生徒主体となり、活動が学級毎に
任されるようになっていると推察できる。また、学
級や学年などを単位とした演劇に取り組む機会も増
加しており、その内容も既存のものを利用するより
もオリジナルの脚本で取り組まれる回答が多くなっ
ている。
最後に、劇に取り組んだことにより育つ力と課題
について自由記述で求めた回答を集約整理したとこ
ろ、演劇そのものに求められる「演技力･表現力等」
よりも、集団としての「協力･協調性」を挙げる者
が多く見られた。次いで「絆・団結力」であること
から、文化的行事を通して、特別活動の基本原理で
ある「望ましい集団活動を通して」、人間関係の形
成、集団への所属感や連帯感の深まり、協力など、
特別活動のねらいに準拠した力が育っていると回答
している点に着目したい。これらは、最終的には個
別的な学習となる教科の授業で育む力とは異なる資
質・能力である。また、このような集団に関わる資
質・能力が高まり、学級がより良い集団となってい
くことが、日常の教科を中心とした授業に資するこ
ととなるので、特別活動としての文化的行事は、教
科の授業を行う場としての学級集団づくりと相互作
用しているのである。
半面、課題として挙げられた「役割分担」や「意
欲の温度差」などは、教師の適切な支援や介入が必
要な側面もあるが、基本的には当事者である児童生
徒らの力で乗り越え解消していくことが求められる
課題である。そこでは、個と集団に対して、新たな
文化的行事における学芸会の現状と課題
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 8号／
中村 豊  校
153
  Page 168 16/12/16 13:14
成長を促す場が生じていることになる。つまり、特
別活動における集団活動では、ある活動に取り組む
過程（準備、当日本番、振り返りを含む）の中で、
新たな気づきが集団成員間で意識化され、課題を共
有化し、それを次の活動に生かすという構造になっ
ているのである14)。このことは、文化的行事以外の
学校行事である健康安全・体育的行事、旅行・集団
宿泊的行事、勤労生産・奉仕的行事についても共通
している。
結語
本論文では、大学生を調査対象とした実態調査か
ら現在の文化的行事の状況や、その教育的意義につ
いて考察してきた。これを踏まえ、本論文の最後に
特別活動における文化的行事で育まれる資質・能力
について検討する。
現在、次期学習指導要領改訂に向けた諸準備が進
行しているが、そこでのキーワードは「資質・能
力｣15)の育成であり、そこには第期教育振興基本
計画16)のはじめに挙げられた「社会を生き抜く力の
養成」が反映されている。また、番目に「絆づく
りと活力あるコミュニティの形成」が挙げられてい
るが、学校においても「絆づくり」が重視されてい
る。例えば志水は「つながり格差｣17)や「社会関係
資本｣18)の視点から児童生徒の学力問題を論じてい
る。そこでは児童生徒に必要な人間関係、つまり社
会関係資本を「つながり」として捉え、教師や同級
生ならびに地域の人々等との豊かなつながりは「共
同体的・目標達成的」な「つながり」がもたらす恩
恵として児童生徒にフィードバックされ、このこと
が学力格差を改善する可能性を示唆している。学校
教育では、児童生徒に他者と「つながる力」を育て
ることの教育的意義が再評価されていると思われ
る。ここで「社会的絆理論｣19)を手がかりに、文化
的行事が学級集団の共同性を高めること、および、
行事への参加を通して育む資質・能力について考察
しておく。
学級を単位とする文化的行事への取り組みは、学
級の仲間と準備段階から本番当日にむけて協働して
いくことで、自分と仲間とのつながりをもつことが
できる。つまり、活動を通してソーシャルボンド
social bond（社会的絆）の構成要素であるアタッチ
メ ン ト attachment（愛 着）、コ ミ ッ ト メ ン ト
commitment、インボルブメント involbment（巻き
込み）、ビリーフ beliefが強化されることが期待さ
れるのである。このことが前述した「共同体的・目
標達成的」な「つながり」がもたらす恩恵として、
①多様な人間関係を通しての他者理解を深め、信頼
できる人間関係が構築され、学級集団への帰属感や
成員間の連帯感が醸成される。②集団内での役割と
活動を通した成就感や達成感および所属意識の形
成、個や集団の役割課題と向き合う力と意欲の形
成、実践的行動力が育成される。③活動への巻き込
みにより文化活動による居場所づくり、④より良い
生活習慣や学習習慣の形成、規律ある学校生活、規
範意識、市民性の基盤の育成等、ソーシャルボンド
の構成要素それぞれにおいて育まれる資質・能力を
挙げることができる。
以上、文化的行事を通して育まれる資質・能力に
ついて述べてきたが、それらは、他の学校行事にお
いても共通して育まれるものである。ここであらた
めて現行の学習指導要領特別活動に示された学校行
事の目標20)を挙げておく。
学校行事を通して、望ましい人間関係を形成し、
集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を養
い、協力してよりよい学校生活（や社会生活）を築
こうとする自主的、実践的な態度を育てる。
※（ ）は高校
上に示したように学校行事として共通する資質・
能力は、人間関係、所属感・連帯感、公共性、協力・
協働性、実践力等が挙げられている。文化的行事の
独自性は、「平素の学習活動の成果を発表」し、「文
化や芸術に親しんだりするような活動を行う」ため
に教科との関連が深いことにある。また、そこには
人間関係や集団としての向上を意識したねらいに準
拠した活動が求められる。この意味において、本論
文で考察した大学生を調査対象とした予備調査の結
果には、文化的行事の意義と課題が明確に表されて
いたと考えられる。
今後の課題は、予備調査で得られたことを基礎と
して、教員を対象とした全国調査においても同様の
結果を得ることができるのかという点と、学級劇の
教育効果についてより詳細な分析をしていく点にあ
る。この点については、2017年度に作成予定の報
告書において論じていくことを記し、本論文を終え
る。
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付記
本論文は、平成27-29年度科学研究費助成研究基
盤研究(C)課題番号15K04525「学校教育における文
化的行事の研究」（研究代表者 中村豊 関西学院大
学 教授）の研究成果の一部である。質問紙調査に
ご協力いただいた学生のみなさまに感謝します。
註
）小学校・中学校は平成20年
月告示、高校は平成21
年
月告示。
）小学校・中学校は平成10年12月告示、15年12月一部
改正、高校は平成11年
月告示、14年	月、15年月、
15年12月一部改正。

）「学芸的行事」：平素の学習活動の成果を総合的に生
かし、その向上の意欲を一層高めるような活動を行
うこと。
「文化的行事」：平素の学習活動の成果を発表し、そ
の向上の意欲を一層高めたり、文化や芸術に親しん
だりするような活動を行うこと。
）科学研究費助成金基盤研究(C)「学校教育における文
化的行事の研究」（課題番号15K04525）により設けら
れた文化的行事研究会は、研究代表者（筆者）と、
研究分担者名及び研究協力者	名の合計12名で構
成されている。
	）Encyclopedia of Japan、Kodansha
One of the gakkō gyōji (school events) in Japanese
elementary schools. Parents and neighbors are invited
to a presentation of plays、choruses、 and concerts in
which students collectively display skills they have
acquired in school. These creative productions are
intended to nurture skills in both group cooperation
and self-directed planning、 although teachers do play
a supervisory role.Usually held in the fall、gakugeikai
are classified as one of the “special education activities”
in the school curriculum.
（http://japanknowledge.com/lib/display/?lid = 10800
ED100150、2016年月22日参照）
）井上治郎「学芸会」（日本大百科全書、
http://japanknowledge.com/、2016年月22日参照）。
省略箇所は以下の通り。
中学校や高校の学芸会は、演劇コンクールや合唱
コンクールのように、種目を特定したうえで実施す
るものと、文化祭や学園祭のような、より包括的な
全校行事のなかに組み入れて実施するものとに両極
化しつつある。また、その計画と実施にあたっては、
生徒会活動との連係を密接にして、生徒たちの自主
的な集団活動の形で運営されるように指導するのが
通常である。
）佐藤秀夫「学芸会」（世界大百科事典、
http://japanknowledge.com/、2016年月22日参照）。
省略箇所は以下の通り。
古くは、江戸中期からの寺子屋での席書（せきが
き）、天神講など寺子の清書をはり出して展覧する行
事があり、明治前半期の小学校では、就学の効果を
示す目的から定期試験ののちに優等生に学習成果を
発表させる行事が成立、普及し、やがて近隣の学校
が共同して〈教育品展覧会〉を組織する場合があっ
た。その後小学校での試験が廃止され、また就学率
の上昇により児童数の増加をみるに至り、学校単位
の〈展覧会〉が行われるようになった。これがのち
の学芸会へと転化するには、図画・唱歌教育の普及
や児童文学の浸透などに加えて、大正期自由教育、
児童中心主義教育の興隆をまたなければならなかっ
た。権力側の奨励により1890年代に普及をみた運動
会とは対照的に、学芸会は〈演劇的行動〉の取締り
（1909年文部大臣訓令、1924年文部大臣訓示・文部次
官通牒）や〈知育偏重批判論〉によって曲折の途を
たどり、1930年代にようやく普及をみる。
）佐々木正昭「学芸会についての考察―第二次世界大
戦敗戦後の学校劇―」『甲子園大学紀要』第43号、
2016年、P. 49
）研究分担者である岡本衛（甲子園大学）氏が史資料
調査により見出した先行研究（池田市教育研究所「学
芸会の実態―全国調査―」『研究所報20』昭和37年

月、P. 6）において指摘されている事項を挙げた。ま
た、同様に研究協力者である秋山麗子（大阪市立城
東小学校）氏の史資料調査により見出した次の先行
研究を参考とした。大阪市小学校教育研究会学校行
事部資料①『学校行事等標準化についての研究 第
一年度 昭和38年度』②『学校行事等標準化につい
ての研究 第二年度 学校行事等好例集』③『卒業
式・学芸会・運動会・遠足についての研究 第七年
度 昭和44年度』
10）この質問紙調査は、科学研究費助成金基盤研究(C)
「学校教育における文化的行事の研究」（課題番号：
15K04525）の一環として実施されます。本研究の目
的は、学芸会の歴史的経緯と検証を踏まえて、現在
の文化的行事の実施状況を把握し、その上に立って
今後の学校教育における文化的行事のあり方につい
て提言することにあります。この質問紙調査で得ら
れた情報については、すべて統計的に処理し、個人
や学校が特定されることはありませんので、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。
11）研究会（文化的行事研究会）のメンバーの内、大学
で教育学を専門とする研究者名と学校教員名の
合計名で整理の妥当性について検討した。
12）文部科学省初等中等教育局「新学習指導要領・生き
る力『保護者用リーフレット』」平成23年、P. 4
文部科学省によれば「生きる力」とは「知・徳・
体のバランスのとれた力」であり、「確かな学力」「豊
かな人間性」「健康・体力」の総合的な力であると説
明されている。それぞれの具体的な内容については、
「基礎・基本を確実に身に付け、自ら課題を見付け、
自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よ
りよく問題を解決する資質や能力」、「自らを律しつ
つ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動
する心など」、「たくましく生きるための健康や体力」
が示されている。この「生きる力」の育成という方
針は、平成20年度告示の学習指導要領にも引き継が
れ、教育の現場をはじめ、教育関係者の間にも広く
認知されるようになっている。
13）例えば内閣府政策統括官（共生社会政策担当）「低年
齢少年の生活と意識に関する調査」（平成19年月）
には、小学生の放課後の状況に関する調査結果が示
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されているが、それによれば児童の多くは、習い事
や学習塾のために放課後に自由には遊べない生活環
境にあることが示されている。
14）佐々木正昭「特別活動が育む能力・態度・感情につ
いての考察」佐々木正昭編著『入門 特別活動』学
事出版、2014年、P. 20
15）国立教育政策研究所編『資質・能力 理論編 国研ラ
イブラリー』東洋館出版社、2016年。本書では、資
質・能力を教育の質を向上させようとする観点から、
複数の側面から定義を試みている。そこでは、「知識
だけではなく、スキル、更に態度を含んだ人間の能
力」等と広義に定義しているが、本論文では行政用
語としての資質・能力として使用していく。
16）中央教育審議会答申（平成25年月25日）。教育振興
基本計画とは、教育基本法第17条第項に基づき政
府が策定する教育の振興に関する総合計画である。
現在は第期計画期間（平成25〜29年度）にあたり、
「第部総論〜我が国の危機回避に向けたつの基本
的方向性〜」において、教育行政のつの基本的方
向性が挙げられている。
17）志水宏吉『学校にできること』角川選書、2010年、pp.
180-185
18）志水宏吉・高田一宏編著『マインド・ザ・ギャップ！』
大阪大学出版会、2016年、pp. 220-235
19）Travis、HIRSCHI／森田洋司・清水新二監訳『非行
の原因―家庭・学校・社会へのつながりを求めて』
文化書房博文社、2010年
20）文部科学省「小学校学習指導要領解説 特別活動編」
「中学校学習指導要領解説 特別活動編」平成20年、
「高等学校学習指導要領解説 特別活動編」平成21年
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